
 

 

 

広げよう！シビックテックのまちづくり 

～ICT で地域の課題を自ら解決～ 

 

 

次代のまちづくりプロジェクト２０１７ 

  
 

 木村 野上 西岡 
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ともに考え、ともにつくる 

 

 

 

 

  

シビックテックとは？ 

町 住民 エンジニア 

政策に反映 

データ、知見、 
ノウハウ 

アイデア、プロトタイプ 

事業化 

課題や 
意見 

サービス、UX、 
プロトタイピング 
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役場職員だけで検討・対応するのはもう限界  

これからの自治体にこそシビックテックが必要 

財政難 

人員削減 

多種多様な 
住民ニーズ 
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町 住民 エンジニア 

政策に反映 

データ、知見、 
ノウハウ 

アイデア、プロトタイプ 

事業化 

課題や 
意見 

サービス、UX、 
プロトタイピング 

民間 IT人材の活用 
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愛知県半⽥市・⼤分県別府市で本運⽤ 
⼤阪市・北海道室蘭市・福島県郡⼭市等で試験運⽤ 

 

  

FixMyStreet：英国発祥の不具合報告ツール 
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Code for Kanazawa で開発 
以後、全国で各市町村版の 5374.jp が開発 

  

5374.jp：日本発のゴミだしお助けツール 

和歌⼭県内でも３自治体版が開発 ・提供されている 
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子どもでも参加できるまちづくり 

 

  

マッピングパーティ：住民主体の地図づくり 
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    × 

 

業務目標 

子育てしやすい鯖江市を作る 

ためのオープンデータ活用 

 

 

フェローシップ：ITエンジニアを官へ派遣 
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民間の力を活⽤するオープンデータの推進を！ 

 

まとめ 

３月１７日(土)マッピングパーティ in かつらぎ 開催決定！！ 

 

保有データの公開 
(HPでの提供等) 

 

保有データの開放 
(オープンデータ化の推進) 

データをより

活用しやすい

環境の提供 

アプリ等新サ

ービスの開発 

データの充実 

 

町 

民間の力(エンジニア) 

地
域
課
題
の
解
決 

 
 


